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一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
急
速
な
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
八
〇

年
代
後
半
に
は
、
こ
の
成
長
を
支
え
た
国
際
経
済
環
境
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
始
め
る
。

　

こ
れ
ま
で
世
界
の
貿
易
自
由
化
を
促
進
さ
せ
て
き
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

は
、
一
九
八
六
年
に
始
ま
っ
た
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

農
業
分
野
の
自
由
化
交
渉
な
ど
が
難
航
す
る
な
ど
、
行
き
詰
ま
り
を

見
せ
て
い
た
。
一
方
、欧
州
で
は
八
五
年
の
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、

「
域
内
市
場
白
書
」
が
採
択
さ
れ
、
九
二
年
末
ま
で
に
欧
州
共
同
体

（
Ｅ
Ｃ
）
を
「
単
一
市
場
」
と
し
て
、
財
や
人
、
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

資
本
の
自
由
な
域
内
活
動
を
可
能
と
す
る
と
の
目
標
が
示
さ
れ
た
。

北
米
に
お
い
て
も
米
加
自
由
貿
易
協
定
の
締
結
交
渉
が
八
五
年
に
始

ま
り
、
八
八
年
に
調
印
さ
れ
て
い
る
（
発
効
は
八
九
年
一
月
）。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
交
渉
の
停
滞
と
地
域
主
義
の
台
頭
を
受
け
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
に
お
い
て
も
地
域
協
力
の
気
運
が
高
ま
る
。
も
っ
と
も
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
、
こ
の
地
域
の
協
力
枠
組
み
と
し
て
は
、

北
海
学
園
大
学
教
授

若
月
秀
和

わ
か
つ
き　

ひ
で
か
ず　

二
〇
〇
二
年
立

教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
、
博
士
（
政
治
学
）。
専
門
は
日
本
政
治

外
交
史
。
著
書
に
『
冷
戦
の
終
焉
と
日
本

外
交
』『「
全
方
位
外
交
」
の
時
代
』
な
ど
。

外
交
極
秘
解
除
文
書
連
載

④

一
九
八
九
年
・
天
安
門
事
件
と
冷
戦
終
結
前
夜

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
協
力
を

め
ぐ
る
通
産
対
外
務
の
攻
防

ー
ー
八
九
年
一
一
月 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
発
足
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大
平
正
芳
政
権
の
環
太
平
洋
連
帯
構
想
を
受
け
て
八
〇
年
に
成
立
し

た
、
非
政
府
の
経
済
的
な
国
際
組
織
で
あ
る
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
八
八
年
前
半
か
ら
、

後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
結
実
す
る
構
想
が

通
産
省
内
で
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
を
警
戒
し
た
外
務
省

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
竹
下
登
政
権
や
外
務
省
事
務
当
局
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
協
力
に
対
す
る
関
心
は
、
必
ず
し
も
高
い
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
一
九
八
八
年
七
月
、
竹
下
首
相
は
豪
州
を
訪
問
し

た
際
も
、「
通
産
省
で
行
わ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
協
力

に
向
け
た
研
究
が
、
竹
下
総
理
が
豪
州
訪
問
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
も

な
」
く
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
協
力
と
い
う
の
は
、
完
全
に
通
産

省
マ
タ
ー
」（
寺
田
輝
介
元
総
理
秘
書
官
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
外
務
省
も
、
国
際
経
済
情
勢
や
国
内
で
の
通
産
省
の

活
発
な
動
き
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
天
皇
の
病
状
が
重
篤

と
の
報
が
流
れ
る
中
の
八
八
年
一
一
月
、
関
係
幹
部
臨
席
の
下
、「
ア

ジ
ア
太
平
洋
問
題
」
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
（
ア
ジ
ア
局
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
問
題
に
関
す
る
幹
部
（
自
）
由
討
論
会
（
昭
和
63
・
11
・

22
）
の
要
録
」）。

　

こ
の
席
で
は
、「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抬
頭
に
つ
い
て
は
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
懸
念
も
あ
り
、
日
本
と
し
て
は
、
バ
イ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
観
点
に
立
っ
て
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
強
化
の

た
め
努
力
し
て
い
く
べ
し
」（
長
谷
川
和
年
ア
ジ
ア
局
長
）、「
米
加

自
由
経
済
圏
、
Ｅ
Ｃ
統
合
等
の
動
き
に
触
発
さ
れ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
日
本
が
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
財
界
人
の
一
部
に
あ
る
考
え
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、

水
平
分
業
的
な
将
来
の
関
係
を
構
築
す
べ
く
マ
ル
チ
の
場
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
な
ど
）
で
の
協
力
を
併
せ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
」（
山

下
新
太
郎
情
報
調
査
局
長
）
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
地
域
主
義
の
抬
頭
＝
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
と
い
う
認
識

を
も
と
に
、
外
務
省
で
は
地
域
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
る
機
運
が

乏
し
か
っ
た
。「
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い
っ
た
場
合
、
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
に

な
ん
ら
共
通
の
基
盤
が
な
」
い
（
遠
藤
實
国
連
局
長
）
う
え
、
政
治

経
済
シ
ス
テ
ム
が
西
側
諸
国
と
異
な
る
ソ
連
や
中
国
を
ど
の
よ
う
に

地
域
協
力
に
包
摂
す
る
か
と
い
う
深
刻
な
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
外
務
省
に
は
、
従
来
の
対
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
へ
の
外

交
が
成
功
し
て
い
る
と
の
自
負
が
あ
っ
た
。
こ
の
自
由
討
論
に
あ

た
っ
て
作
成
さ
れ
た
内
部
文
書
の
結
語
に
は
、「
我
が
国
の
伝
統
的

対
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
外
交
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
定
化
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ

の
成
長
、
中
国
の
近
代
化
努
力
等
を
見
る
に
、
正
し
か
っ
た
と
言
い

得
る
」
と
の
自
己
評
価
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
既
存
の
地
域
外
交
へ
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の
自
負
が
、
逆

説
的
に
新
た
な

地
域
協
力
を
模

索
す
る
機
運
を

削
い
だ
側
面
も

あ
ろ
う
。
そ
の

う
え
、
米
国
と

の
打
ち
続
く
経

済
摩
擦
へ
の
対

応
に
忙
殺
さ
れ

る
と
な
れ
ば
、

新
た
な
地
域
協

力
枠
組
み
の
形
成
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

年
が
明
け
て
、
一
九
八
九
年
一
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ
ー
ク

首
相
が
訪
問
先
の
韓
国
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
閣
僚
か

ら
な
る
公
式
の
政
府
間
協
議
を
提
唱
す
る
。
こ
の
動
き
に
呼
応
す
る

か
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
通
産
省
が
、
三
月
以
降
、
幹
部
を
ア
ジ
ア

諸
国
に
派
遣
し
、
定
期
的
な
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
貿
易
産
業
大
臣
会

議
」
の
開
催
を
非
公
式
に
打
診
す
る
。

　

ホ
ー
ク
首
相
と
通
産
省
の
構
想
に
対
す
る
外
務
省
の
視
線
は
、
引

き
続
き
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
二
月
、
ホ
ー
ク
は
竹
下
に
対
し
同
構

想
を
打
診
す
る
書
簡
を
送
っ
て
い
る
が
、
竹
下
は
返
書
の
中
で
、「
多

角
的
貿
易
体
制
に
基
本
的
利
益
を
有
す
る
と
の
ホ
ー
ク
首
相
の
考
え

方
に
賛
同
」
と
し
な
が
ら
も
、
外
務
省
の
進
言
を
も
と
に
、
次
の
よ

う
に
条
件
を
付
け
た
。
①
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
口
実
を
与
え
な
い
、

②
政
府
間
協
議
の
場
に
は
米
加
両
国
の
加
入
が
必
須
、
③
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
等
域
内
諸
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
確
保
、
④
ア
ジ
ア
太
平
洋
協

力
を
進
め
る
第
一
歩
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
の
際
に

予
備
的
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
提
案
、
⑤
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相

会
議
以
外
の
閣
僚
レ
ベ
ル
の
意
見
交
換
は
、
あ
く
ま
で
非
公
式
か
つ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
等
の
意
向
を
踏
ま
え
る
必
要
あ
り
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

豪
首
相
の
構
想
の
背
景
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
、「
本
年
後
半
に

も
予
想
さ
れ
る
豪
総
選
挙
に
向
け
て
の
国
内
選
挙
対
策
」、「
U
R
（
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
）
の
難
航
、（
米
加
）
Ｆ
Ｔ
Ａ
成
立
、
Ｅ
Ｃ
市

場
統
合
等
の
動
き
の
中
で
、
豪
が
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
焦
燥
感
」
と
捉
え
る
な
ど
、
シ
ニ
カ
ル
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。

　

通
産
省
の
構
想
に
対
す
る
外
務
省
の
視
線
は
、
い
っ
そ
う
辛
辣
で

あ
っ
た
。
同
省
の
内
部
文
書
で
は
、
①
日
本
が
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
等
ア
ジ
ア
諸
国
に
無
用
の
警

戒
感
及
び
疑
惑
を
招
く
危
険
性
大
（「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
類
似
し

た
構
想
を
日
本
が
画
策
し
始
め
た
）、
②
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
は
、

シンガポールのリー・クアンユー首相を迎える竹下登首相。
1980 年代に入ると日本外交におけるアジア地域の比重は急
速に高まった（AFP=時事）
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貿
易
・
産
業
の
み
な
ら
ず
、
運
輸
、
通
信
、
環
境
、
科
学
技
術
等
の

幅
広
い
分
野
で
行
う
の
が
望
ま
し
い
、
③
ソ
連
、
中
国
、
台
湾
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
等
の
極
め
て
機
微
な
政
治
的
問
題
が
惹
起
さ
れ
る
の

が
必
至
で
あ
り
、貿
易
産
業
大
臣
で
は
対
応
困
難
、④
新
し
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
よ
り
も
、
既
存
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
の
活
用
や
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
へ
の
各
国
政
府
の
関
与
を
図
る
方
が
現
実
的
、
⑤
Ｅ
Ｃ
や
米
加

と
は
異
な
り
、
均
質
で
は
な
い
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
、
中
国
等
の
政
治
的
及
び
経
済
的
多
様
性
に
十
分
留
意
す
る
必
要

あ
り
、
と
の
指
摘
が
並
ぶ
。

　

八
九
年
三
月
二
〇
日
、
國
廣
道
彦
外
務
審
議
官
は
、
竹
下
首
相
に

対
し
、
通
産
省
の
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
貿
易
産
業
大
臣
会
議
構
想
」

に
つ
い
て
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
日
本
が
本
構
想
で
積
極
的
な
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
は
内
々
警
戒
感
を
抱
い
て
い

る
」
と
し
て
、「
当
面
、（
五
月
予
定
の
）
総
理
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
訪
問

前
は
、
こ
れ
以
上
積
極
的
な
動
き
を
す
べ
き
で
な
い
」
と
進
言
し
て

い
る
こ
と
が
、
省
内
の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
ア
地
政

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
問
題
」
な
ど
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
竹
下
は
、「
分
か
っ
た
」
と
答
え
、「
ホ
ー
ク
構
想

は
国
内
の
人
気
取
り
な
の
か
な
あ
」
と
い
う
感
想
を
漏
ら
し
た
。
竹

下
の
消
極
的
対
応
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
が
一

層
拡
大
し
て
お
り
、
首
相
官
邸
に
は
外
交
に
取
り
組
む
余
裕
は
残
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
よ
う
だ
（
寺
田
輝
介
元
総
理
秘
書

官
の
証
言
）。

外
務
省
の
方
向
転
換

　

し
か
し
、
豪
州
や
通
産
省
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
掣
肘
す
る
だ
け

に
飽
き
足
ら
な
い
意
見
も
、
外
務
省
内
か
ら
出
て
い
た
。
一
九
八
九

年
二
月
二
〇
日
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
問
題
に
関
す
る
省
内
打

ち
合
わ
せ
」
に
お
い
て
、
在
豪
州
大
使
館
の
小
林
秀
明
参
事
官
は
、

「
在
外
公
館
は
通
産
省
の
構
想
を
潰
す
よ
う
訓
令
を
受
け
て
い
る
が
、

な
ぜ
潰
す
の
か
の
理
由
が
な
い
ま
ま
で
は
相
手
国
へ
の
説
明
は
難
し

い
」
と
し
た
う
え
で
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
力
に
関
す
る
外
務
省

と
し
て
の
何
ら
か
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
発

言
し
た
。
ま
た
小
倉
和
夫
経
済
局
審
議
官
も
、「
外
務
省
が
受
け
身

に
立
つ
の
は
ま
ず
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
ホ
ー
ク
構
想
の
う
ち

賛
成
で
き
る
要
素
に
は
事
務
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
準
備
が
整
っ
て
い
な

く
て
も
賛
成
し
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
非
公
式
会
合
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
活
性

化
を
逆
提
案
し
て
は
ど
う
か
」
と
し
た
う
え
で
、「
ま
ず
政
府
の
高

級
事
務
レ
ベ
ル
で
集
ま
っ
て
会
議
を
も
っ
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
示

唆
を
行
う
の
も
一
案
」
と
提
案
し
た
。

　

自
民
党
の
重
鎮
の
中
で
は
後
藤
田
正
晴
前
官
房
長
官
が
前
向
き
で

あ
っ
た
。
三
月
二
四
日
に
、
國
廣
外
務
審
議
官
が
訪
問
し
、
ア
ジ
ア
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太
平
洋
協
力
問
題
に
触
れ
た
と
こ
ろ
、
後
藤
田
は
、「（
訪
日
し
た
）

エ
ヴ
ァ
ン
ス
豪
外
務
貿
易
相
に
対
し
、『
政
府
レ
ベ
ル
の
協
議
も
結

構
だ
』
と
答
え
て
お
い
た
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
、「
貿
易
産
業
大

臣
会
議
は
や
ら
せ
た
ら
よ
い
。
米
、
加
、
豪
が
入
っ
て
い
れ
ば
大
東

亜
共
栄
圏
で
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
た
う
え
で
、「
外
務
省
が
止
め

て
い
て
動
か
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
直
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
國

廣
は
、「
外
務
省
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
意
向
を
無
視
し
て
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
自
体

に
後
ろ
向
き
で
は
な
い
と
弁
明
し
た
。

　

外
務
省
ア
ジ
ア
局
地
域
政
策
課
も
、
四
月
一
〇
日
の
文
書
に
お
い

て
、「
豪
州
の
ホ
ー
ク
構
想
、
通
産
省
の
貿
易
産
業
大
臣
会
議
構
想
」

が
「『
自
然
死
』
す
る
可
能
性
は
小
さ
い
」
と
の
判
断
を
示
し
、
①

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
に
お
け
る
予
備
的
意
見
交
換
の
た
め
の

事
前
根
回
し
、
②
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
枠
内
で
の
閣
僚
会
議
へ
の
事
前
根
回

し
、
を
通
じ
て
通
産
省
の
行
動
を
制
止
す
る
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
主
導

権
を
奪
い
返
す
方
向
へ
舵
を
切
っ
た
。

「
二
つ
の
日
本
」
―
国
力
絶
頂
期
の
余
裕
の
表
れ
か

　

一
九
八
九
年
六
月
、
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
が
、
米
国
政
府
と
し
て

ホ
ー
ク
提
案
を
積
極
的
に
支
持
す
る
旨
を
表
明
す
る
に
及
び
、
日
本

の
外
務
省
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
閣
僚
会
議
設
置
に
よ
り
前
向
き

に
な
る
。
七
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
で
は
、
米
国
を
含
む

閣
僚
会
議
参
加
候
補
国
に
、
新
た
な
地
域
協
力
制
度
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

を
補
完
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
地
域
協
力
は
漸
進
的
に
進
め
る
な

ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
条
件
を
受
け
入
れ
る
よ
う
説
得
し
、
仲
介
に
努

め
た
。

　

か
く
し
て
、
八
九
年
一
一
月
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
発
足
し
た
。
原
加
盟

国
は
日
本
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
ヵ
国
で
あ
っ
た
。
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
閣
僚
会
議
に

関
す
る
外
務
省
地
域
政
策
課
の
総
括
文
書
で
は
、
会
議
の
成
果
と
し

て
「『
開
か
れ
た
協
力
』
と
い
う
大
原
則
が
世
界
に
向
か
っ
て
示
さ

れ
た
こ
と
は
有
意
義
」、「
我
が
国
は
、
出
席
の
両
大
臣
（
外
相
・
通

産
相
）
と
も
ほ
ぼ
全
て
の
議
題
毎
に
積
極
的
に
発
言
し
、
建
設
的
な

提
案
を
行
う
等
会
議
の
円
滑
な
運
営
及
び
成
功
に
大
き
な
貢
献
を

行
っ
た
」
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
会
議
で
も
、
外
相
と
通
産
相
二
人
が
対
等
の
形
で

出
席
し
、
両
大
臣
が
同
じ
よ
う
な
開
会
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
や
主
催

者
へ
の
謝
意
を
繰
り
返
し
た
た
め
、「
二
つ
の
日
本
（
ツ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
）」
と
揶
揄
さ
れ
た
。
年
初
以
来
の
外
務
・
通
産
両
省
の
主
導

権
争
い
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
種
の
陣
取
り

合
戦
を
許
容
す
る
だ
け
の
余
裕
が
、
強
力
な
経
済
力
を
誇
っ
た
こ
の

時
点
の
日
本
に
は
、
ま
だ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
●




